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魯迅の作品における『新約聖書』のイエス像
陳 　　　　維
The Image of Jesus From the New Testament in the Works of lu Xun
CHEN wei
Abstract：
 The Bible is divided into the Old Testament and the New Testament, but 
the contents are quite diﬀ erent. The Old Testament advocates the obedience to 
the law of Mose, and there will be punishment from the God as long as the one 
violates the law, which can be called as a “revenge”. Conversely, the New 
Testament advocates the spirit of redemption, and forgiveness by the passion of 
Jesus. When Lu Xun met the Bible, He used the spirit of revenge―  “eye for 
eye, tooth for tooth” from the Old Testament to ﬁ ght against his enemies. While 
for the New Testament, he appreciated Jesus’s spirit of self-sacriﬁ ce to save the 
living beings, and expressed his indignation at the numb masses.
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はじめに
　中国現代文学は、中国と西洋の文化の衝突下で誕生したと言えよう。中国の新しい文学の先
駆者としての魯迅は、中国の伝統的な文化を一度整理した上で西洋文化の精髄を取り入れ、民
衆を啓蒙し、社会を変革するという目的を達しようとした。西洋文化の根底としてのキリスト
教が魯迅によって注目され、深く研究された対象となったのは当前のことであろう。魯迅は、
弁証法的な態度を取ってキリスト教文化の精華を取り入れ、そのカスを取り除いたと考えられ
る。キリスト教の文化も魯迅の個性の形成と思想の発展に、非常に重要な影響を与えたことは
過言ではない。しかし、中国の改革開放以前、比較文学の視点から魯迅を研究することは非常
に少なかった。改革開放以降は、研究分野、文化などを超え、比較文学の視点からの研究が徐々
に盛んとなった。学者の研究の出発点は、既成した体系としての魯迅文学ではなく、魯迅文学
の源を探求しようという未開拓の領域で新しい切り口を探そうとすることに転じたと考えられ
る。その為、魯迅と西洋の文化との関係、特にキリスト教との関係を研究することは、切実な
こととなってきていると考えられる。
　キリスト教の文化を観察するにあたって『聖書』を提起せざるを得ない。非常に有名なスト
ーリーにイエスの受難の場面がある。その為、魯迅の文学作品とイエスの受難との関係に関す
る研究は、この分野の中で非常に重要な課題となったと考えられる。呂漠野氏の『魯迅と「聖
書」』1）では、「イエスが十字架につけられた話は、早くから魯迅は重視していた。『文化偏至論』
中で、魯迅は、歴史上での先覚者は往々にして無知な大衆によって嫉妬、敵視されたことに感
嘆した。小説『薬』では、先覚者の革命闘士が無関心な大衆に嫉妬されただけではなく、自分
の母親にも理解されていないという悲しみの気持ちを表している。その悲憤の根源は、作者自
分の体験によるものであり、徐錫麟、秋瑾が被害を受けた年が、『文化偏至論』が発表された年
と同じだということからみれば、この悲憤の情とイエスの受難と繋がりがあると窺えるとも言
えよう。また、芸術的観点からみれば、イエスが十字架につけられたということは、小説『薬』
に、間接的に投影したと推測できる」と述べられている。王家平教授は『魯迅とキリスト教の
文化』2）では、「魯迅の作品における人物像は、イエスの受難物語の影響を直接に受けたとは言
えないが、それらの内在的な精神が通じ合う。」「魯迅の小説『薬』の主人公夏瑜は、イエスと
基本的に同じ精神的な内包がある。即ち、彼らは無知蒙昧な庶民を救う為、逆に彼らと支配者
に殺害されたからである。魯迅が『薬』で描いた夏瑜の死は、『マルコによる福音書』中でのキ
リストの死と驚くほど同じ物語の構造がある」と述べている。この二つの論文は、魯迅の小説
『薬』と『福音書』との関係性を研究する可能性があるという啓示を与えてくれたとも言えよ
 1） 『魯迅と「聖書」』（『魯迅與<聖經>』）、呂漠野、『温州師範学報』、1990年第 3期。
 2） 『魯迅とキリスト教の文化』（『魯迅與基督教文化』）、王家平、『中国現代文学研究叢刊』、1993年04期。
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う。王淑芹氏は、『人の子の受難の構造―「聖書」を参照し、魯迅の小説を読み返す』3）では、
「『薬』の夏瑜―魯迅の「人の子」は『聖書・福音書』に記録されているイエス―神の「人の
子」の受難と非常に類似した展開と細部がある。だが、『福音書』の細部といくつか異なる『薬』
を考察すると、魯迅が伝えようとするユニークな行動と価値を発見できる。まず、「自分の血と
肉を食われる」という意味上で、イエスは、主動的に引き受けて永遠の命を得た一方、夏瑜は
薬にされたが、結局、他人の病気を治すことはなかった。次に、イエスは世間に復活すること
を見せて神の命を得たが、夏四婆さんは、墓の上に花が置かれているが、それはひと筋の希望
の光明ではない。最後に、魯迅は、人の子の受難を主役としている舞台を置き換えた。世間に
注目されたイエスの受難と比較しても、夏瑜の犠牲はそこまで凄まじくなく、無関心な大衆の
世間話の種となったに過ぎない。」と述べている。王氏の論文に反して、趙包安氏の『「薬」に
おける殉教を批判する主題の源と啓示―「聖書」が「薬」に与える影響について』4）では、『薬』
と『福音書』との共通点をより重視している。論文は、 1、驚くほど類似している社会の現実
がある。 2、イエスと夏瑜である。 3、ユダの暴民と中国の無知で無関心な大衆である。 4、
暗黒と墓場、カラスである。 5、イエスの復活と夏瑜の墓の上にある花輪である。この五点か
ら、魯迅が『薬』では、どのように、『新約聖書』の四つの福音書から、イエスの殉教の主題を
参考したのかを見て取れると述べている。また、鄭欣淼氏の著書『魯迅と宗教文化』5）では、「魯
迅は「イエスの受難」に言及する時、英語のPassionで説明している。それについての話は、彼
の雑文の中で、散らばっている」と述べられている。
　以上の先行研究からみれば、魯迅の小説『薬』と『福音書』には、明確な関係性があるのが
見受けられる。しかし互いに似ているところもあれば、異なるところもある。その相違点から、
魯迅が『福音書』に対して、独特な扱い方をしたことが窺えると考える。二つのテキストの相
違点を深く探求しなければ、魯迅の特異性に触れるのは難しい。その為、本稿は、『薬』と『福
音書』を総合的な対照研究をし、魯迅が、「イエスの受難」という主題に対して、どのように、
取捨選択したのか、またどのように、変化していったのか、という考察を通して、魯迅の特異
性を解明し、また、魯迅の他の論文では、「Passion」に関する部分を探し、解読してみようと
する。
 3） 『人の子の受難の構造―「聖書」を参照し、魯迅の小説を読み返す』（『人子受難的敘事―以<聖經>
為參照重讀魯迅的小説<藥>』）、王淑芹、『文学研究』、2006年 1月下旬刊。
 4） 『「薬」における殉教を批判する主題の源と啓示―「聖書」が「薬」に与える影響について』（『<藥>的
殉道批判主題的淵源及啓示―<聖經>對<藥>的影響』）、趙啓安、『臨沂師専学報』、1989年 1、 2合刊。
 5） 『魯迅と宗教文化』（『魯迅與宗教文化』）、鄭欣淼、中国社会科学出版社、2004年12月。
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一　小説『薬』と『マルコによる福音書』（『福音書』）
　魯迅は1915年 5月、『新青年』第 6巻第 5号に小説『薬』を発表した。魯迅がこの小説を著し
た時、『聖書』の『福音書』を参考にしたという直接的な文献はないが、構成および主旨からみ
れば、『福音書』のイエスの受難の意味を参考にしたと十分推測できる。主人公の夏瑜とイエス
は基本的に類似した精神を内包する。つまり彼らは愚かで無知な大衆を支配階級から救うため
に殺害されたのである。夏瑜の死と『マルコによる福音書』のイエスの死と共通する点を比較
することで、以下の五点がある。
1　親類に裏切られて
　『マルコによる福音書』の第13章10節から第14章52節まで、イエスは自分の弟子のユダに裏切
られ、ユダヤの貴族の長老に逮捕されてローマ総督ピラトに引き渡された。一方『薬』の中で
は、夏瑜は自分の親族夏三爺によって封建官吏に告発されたため入獄させられた。ユダは彼に
承諾した銀貨を得て、夏三爺も告発によって二十五両の銀貨を獲得した。
2　試煉を経て
　『マタイによる福音書』の第14章53節から第15章20節まで、イエスが逮捕された後、ユダヤの
祭司長、長老などに鞭打たれて、死刑判決を下ろされ、刑場に行く途中、兵士たちにいろいろ
な嘲弄を受けた。一方『薬』の中では、逮捕された夏瑜は入獄した後、刑務所の所長の阿義か
ら金銭を巻き上げられることを拒否したため二回平手打ちを受け、全身の服を奪われた。
3　殺害されて
　『マルコによる福音書』の第15章21節から第15章41節まで、衆人の鑑賞の下で、イエスは十字
架につけられた。通りかかった人は彼を罵って、祭司長、文士も毒々しく彼を皮肉って、イエ
スは罵声と嘲笑の中で死んでしまった。一方『薬』の中では、丁字路で間もなく死刑に処させ
られる夏瑜は無関心な見物人に囲まれている。彼らはこの殺人の壮挙を鑑賞しに来たためである。
4　墓参り
『マルコによる福音書』の第15章42節から第16章 8節まで、イエスが死んだ後の 7日目、マグダ
ラのマリアとヤコブの母マリアらは、香料を買ってイエスに油を塗りに行った。『薬』の中で、
清明節の日に夏瑜の母親は自分の息子に墓参りに来た。
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5　霊験
　『マルコによる福音』の第16章 9節から第16章18節まで、 7日目の朝早く、イエスは復活し
て、まずマグダラのマリアに自身を現した。そして他の弟子達に彼が復活したことを伝えてく
れるようと彼女に言った。最後に、イエスは天に上がる前、11人の弟子達に自身を現した。『薬』
の中で、夏瑜の母親は、息子の墓の上にある花の輪を見つけた。最初に、冤罪で死んだ息子が
彼女に現れるためだと思った。確かめるため、彼女は息子の霊魂に枯れている枝のカラスを飛
ばせてみせてくれるように要請した。だが、残念ながらカラスはじっとしていて、最後に、矢
のように空に飛び去っていった。
　以上の対比を通して、小説『薬』と『マルコによる福音書』は、ストーリーの設置から見る
と非常に類似しているところがあると思われる。しかし、テキストの内包を深く分析すると、
作者が表そうとする思想が異なることはわかる。以下は例を挙げてそれらの共通点と相違点を
述べる。
　それらの共通点は以下のようである。
1　歴史の背景
　『新約聖書』が描いた歴史の背景は、西暦紀元に遡る。当時西アジアに散らばっていたユダヤ
民族は、三重の圧迫に直面していた。即ち、ローマ帝国の強権による弾圧、ヘロデ王の残虐な
統治、また「モーゼの律法」に固執しているファリサイ人と伝統的な儀礼を固く守っている大
祭司、文士達である。彼らは人々の肉体と精神に二重の圧迫と束縛をかけていた。かつてから
「神の選民」を自任していたユダヤ人は、国内外からの蹂躙を受けていた。国が破れて人が生き
ていけない状態となっていた。1900年が経った後、同様の悲惨な運命が東アジアの中国で繰り
返された。列強はアヘンと大砲で天朝の門を開けた。国内の庶民は、まだ封建的な礼儀と道徳
の束縛で魂が堕落し、腐敗しきった生活を送っていた。残忍な西太后は、維新変法の改革者達
を徹底的に圧殺した。昔、土地が広く、物産が豊富で、儒家の文化だと自慢していた中国は、
今、国土崩壊の悲惨な苦境に直面していた。二千年余りの長い歴史の流れに跨った二つの古い
民族は、同様に悲壮な一幕を繰り返している。このような存亡の危機の時、二人の改革者―
イエスと夏瑜―は、巨大な歴史の重任を担って登場したのである。
2　受難者の身分
　『マルコによる福音書』の中で、イエスは自分が「神の子」だと名乗ったことは一度もない。
いつも「人の子」を自称している。イエスが自分を名乗った時、以下のいくつの例がある。
　 2： 9「中風の人に「あなたの罪は赦される」と言うのと、「起きて、床を担いで歩け」
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と言うのと、どちらが易しいか。人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを知らせ
よう。」そして、中風の人に言われた。「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで
家に帰りなさい。」
　 2：27そして更に言われた。「安息日は、人のために定められた。人が安息日のためにあ
るのではない。だから、人の子は安息日の主でもある。」
　 8：31それからイエスは、人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者
たちから排斥されて殺され、三日の後に復活することになっている、と弟子たちに教え始
められた。
　 8：38「神に背いたこの罪深い時代に、わたしとわたしの言葉を恥じる者は、人の子も
また、父の栄光に輝いて聖なる天使たちと共に来るときに、その者を恥じる。」
　 9： 9一同が山を下りるとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまでは、今見
たことをだれにも話してはいけない」と弟子たちに命じられた。
　 9：12イエスは言われた。「確かに、まずエリヤが来て、すべてを元どおりにする。それ
なら、人の子は苦しみを重ね、辱めを受けると聖書に書いてあるのはなぜか。」それは弟子
たちに、「人の子は、人々の手に引き渡され、殺される。殺されて三日の後に復活する」と
言っておられたからである。
　10：33「今、わたしたちはエルサレムへ上っていく。人の子は祭司長たちや律法学者た
ちに引き渡される。彼らは死刑を宣告して異邦人に引き渡す。」
　10：45「人の子は仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の身代金とし
て自分の命を献げるために来たのである。」
　13：26「そのとき、人の子が大いなる力と栄光を帯びて雲に乗って来るのを、人々は見
る。」
　13：29「あなたがたは、これらのことが起こるのを見たら、人の子が戸口に近づいてい
ると悟りなさい。」
　14：21「人の子は、聖書に書いてあるとおりに、去って行く。だが、人の子を裏切るそ
の者は不幸だ。生まれなかった方が、その者のたによかった。」
　14：41イエスは三度目に戻って来て言われた。「あなたがたはまだ眠っている。休んでい
る。もうこれでいい。時が来た。人の子は罪人たちの手に引き渡される。」
　14：62イエスは言われた。「そうです。あなたたちは、人の子が全能の神の右に座り、天
の雲に囲まれて来るのを見る。」
　第一に、以上の『マルコによる福音書』の原文には、全部で十四の例がある。イエスが自分
を名乗った時、いつも「人の子」を使っていることがわかる。ここでは、イエスは現実の世界
で生き生きと生きている預言者と似ている啓蒙者としての「人」である。多くの大衆を貧困、
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疾病、奴隷から解放させるためであるが、結局は目を覚まさない大衆に侮辱され、殺害された。
イエスはみなにこう戒めたことがある。「エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に
遣わされた人々を石で撃ち殺す者よ。」6）「はっきり言っておく。預言者は、自分の故郷で歓迎さ
れないものだ。」7）
　第二に、イエスは生きている人としてこの世に来たのは、自身の利益を図り、全部の世界を
獲得するためではなく、大衆のかわりに苦しみを受け、一般の大衆を救おうとする思想の原則
を持っていたからである。イエスは悪魔の誘惑を受けた時、「更に、悪魔はイエスを非常に高い
山に連れて行き、世のすべての国々の繁栄ぶりを見せて、「もし、ひれ伏してわたしを拝むな
ら、これをみんな与えよう」と言った。」8）イエスは結局、すべての権力と私欲からの誘惑を拒
否した。イエスは彼の事業のために生きていて、またそのために死んだ。自分を放棄し、完璧
な人間性、また何ものをも恐れないという崇高な精神を成し遂げるためである。イエスは庶民
の病気を治し布教している時、ユダヤ教の教義を独占した大祭司、長老、文士達からの憎みを
受けた。更に、聖殿の外で汚れた商人を追い払う時、利益のみを追求する商人や粗暴な人民か
ら、また、祭祀を利用し利益を図っている祭司、長老、文士からの迫害も受けた。イエスは彼
らの行為に深い理解を示し、少しも死を恐れず自分の事業のために些かも後退や妥協はしなか
った。
　第三に、イエスはすべての俗っぽい形式と伝統の観念を革新する精神を持っている。例えば、
安息日に言及した時ファリサイ人を叱ってこう言った。「安息日は、人のために定められた。人
が安息日のためにあるのではない。」9）イエスは、モーゼの律法が規定した断食を論じた時、自
分を新郎に喩え、自分がいる時はこの断食の規定を実行しなくてもいいと彼の弟子に言った。
「イエスは言われた。「花婿が一緒にいるのに、婚礼の客は断食できるだろうか。花婿が一緒に
いるかぎり、断食はできない。」」10）イエスは強権に妥協せず、義侠心を持ち、凛然として善を偽
る文士とファリサイ人を厳しく批判した。「律法学者たちとファリサイ派の人々、あなたたち偽
善者は不幸だ。盃や皿の外側はきれいにするが、内側は強欲と放縦で満ちているからだ。もの
の見えないファリサイ派の人々、まず、杯の内側をきれいにせよ。そうすれば、外側もきれい
にする。」11）
　『新約聖書』のイエスのように、第一に、魯迅は『薬』の中で、夏瑜を一人の「凡庸の大衆に
宣戦」している革命啓蒙主義者として、また大衆に「彼等の不幸を憐れみ、彼等の無闘争に怒
り」、自ら実行している革命者のイメージに作らせた。しかし愚かで無知な大衆を「狂人」に見
 6） 『新約・マタイによる福音書』、第23章37節、（新共同訳、日本聖書協会、1987、1988年） 46頁。
 7） 『新約・ルカによる福音書』、第 4章24節、（新共同訳、日本聖書協会、1987、1988年） 108頁。
 8） 前掲『新約・マタイによる福音書』、第 4章 8 ‒10節、 5頁。
 9） 『新約・マルコによる福音書』、第 2章第27節、（新共同訳、日本聖書協会、1987、1988年）65頁。
10） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第 2章第19節、64頁。
11） 前掲『新約・マタイによる福音書』、第23章第25‒27節、46頁。
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なしていて、結局、支配階級からの迫害を受けた。魯迅はよくこんな話を言っている。「預言
者、すなわち先覚は、つねに故国に容れられず、つねに同時代の人の迫害を受ける。そして、
偉大な人物もまた、つねにそうである。」12）「先覚者というものは、これまでいつも陰険な小人と
愚昧な民衆によって圧迫され、排斥され、陥れられ放逐され、殺戮されて来た。しかも中国で
はとりわけむごいばかりにひどかった。」13）「孤独な精神の戦士は、民衆のために戦っているのだ
が、しばしば、その「やり口」によって滅亡させられた。」14）
　第二に、革命者としての夏瑜は、死ぬまで大衆を解放する事業のために奮闘していて、いさ
さかの利己心がない。彼は自分の親族に裏切られ、逮捕され、投獄された後、自分が間もなく
斬首の刑に処せられることがわかっていても少しも死を恐れず、かつ刑務所を自分の戦場にし、
彼の事業を完成し続けようとしている。革命の理論を宣伝し、獄吏の阿義に反乱を起こさせ、
彼に「この大清帝国の天下はわれわれみんなのものである」15）と勧誘した。目が赤くて狂暴な阿
義に脅迫され、二回平手打ちを受けたとしても個人の恩讐を気にせず、かえって革命を理解し
ていない阿義に対して「可哀想」と言った。
　第三に、初期の民主主義革命の先駆者として、夏瑜は改良主義の維新変法が失敗した教訓を
くみ取り、清王朝の愚かで無知な統治者の西太后などと改革の話をしても無駄であると考えた。
夏瑜の「この大清帝国の天下はわれわれみんなのものである」という一句は彼の全く新しい政
治の理想を充分に表している。長い間、封建社会で「天子」を自称していた皇帝は、中国社会
という天下の頂点を占めていていた。その下で生活している庶民は、ただの天下の奴隷にすぎ
ない。今、夏瑜が敢えて天下がみなのものだと主張している闘争の矛先は、直接に封建君主制
度に向いている。この制度を制御しているのは清朝の貴族集団である。譚嗣同などの志士達は、
命を捧げ、血の海に倒れている中で、夏瑜がこのひどい災難の社会を救うなら、完全に清王朝
の統治を倒さなければならぬ。「新しいぶどう酒は、新しい革袋に入れるものだ。」16）
3　大衆
　『新約聖書』の中で、イエスには多くの補助的な人物が伴われていることがわかる。彼らはイ
12） 『華蓋集続編・花なき薔薇』、『魯迅全集 4』、学習研究社、1984年、293頁。以下原文：
　預言者，即先覺，每為故國所不容，也每受同時人的迫害，大人物也時常這樣。（『魯迅全集』、人民文学出版
社、2005年）
13） 『集外集拾遺補編・寸鉄』、『魯迅全集10』、学習研究社、1984年、139頁。以下原文：
　先覺的人，歷來總被陰險的小人昏庸的群䱾迫壓排擠傾陷放逐殺戮。中國又格外凶。（『魯迅全集』、人民文学
出版社、2005年）
14） 『華蓋集・これとあれ』、『魯迅全集 4』、学習研究社、1984年、165頁。以下原文：
　孤獨的精神的戰士，雖然為民䱾戰鬥，卻往往為這“所為 ”而滅亡。（『魯迅全集』人民文学出版社　2005年）
15） 『吶喊・薬』、竹内好　訳、『魯迅文集 1』、筑摩書房、1976年、44頁。以下原文：
　這大清的天下是我們大家的。（『魯迅全集』、人民文学出版社、2005年）
16） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第 2章第22節、64頁。
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エスについてそれぞれの見解を持っている。以下、詳しい分析を試みる。
（ 1）弟子達
　イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、シモンとシモンの兄弟アンデレ
が湖で網を打っているのを御覧になった。彼らは漁師だった。イエスは、「わたしについて
来なさい。人間をとる漁師にしよう」と言われた。二人はすぐに網を捨てて従った。17）
　イエスはそこをたち、通りがかりに、マタイという人が収税所に座っているのを見かけ
て、「わたしに従いなさい」と言われた。彼は立ち上がってイエスに従った。18）
　以上の二つの例からみると、イエスは主に普通の大衆の中から自分の弟子を選択した。彼ら
がイエスの召集に直ちに応えたことは、イエスの個人的な魅力に引かれたからであろう。
　十二人の一人イスカリオテのユダは、イエスを引き渡そうとして祭司長たちのところへ
出かけて行った。彼らはそれを聞いて喜び金を与える約束をした。そこでユダは、どうす
れば折よくイエスを引き渡せるかとねらっていた。19）
　イエスは間もなく捕まえられる時、彼の多くの弟子がイエスを救おうと試み、大祭司の
召使いの一つの耳を削ったが、最後に「弟子たちは皆、イエスを見捨てて逃げてしまっ
た。」20）
　イエスが捕まえられた後、「ペトロが下の中庭にいたとき、大祭司に仕える女中の一人が
来て、ペトロが火にあたっているのを目にすると、じっと見つめて言った。「あなたも、あ
のナザレのイエスと一緒にいた。」しかし、ペトロは打ち消して、「あなたが何のことを言
っているのか、わたしにはわからないし、見当もつかない」と言った。21）
　以上の例から見れば、イエスの弟子達は彼の人格的な魅力と彼の一連の「奇跡」に引かれ、
彼に従ったといえるだろう。しかし彼らはイエスに従いながらも、どのような事業を行うべき
かという目的がはっきりわかっていない。ユダは俗世間の金銭からの誘惑に抵抗できず、イエ
スを裏切った。イエスは間もなく捕まえられる時、弟子たちは力をあわせて最後まで抗争しよ
うとはせず、更にペトロはイエスが捕まえられた後、直ちに彼との関係を離脱しようと試みた。
17） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第 1章16‒18節、61-62頁。
18） 前掲『新約・マタイによる福音書』、第 9章 9節、15頁。
19） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第14章10-11節、91頁。
20） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第14章50節、93頁。
21） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第14章66-68節、94頁。
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（ 2）イエスの治療を受けた者
　「夕方になって日が沈むと、人々は、病人や悪霊に取りつかれた者を皆イエスのもとに連
れて来た。町中の人が戸口に集まった。イエスは、いろいろな病気にかかっている大勢の
人たちをいやし」た22）。
　「イエスが 1人の盲人を治療した後に、「盲人は、すぐ見えるようになり、なお道を進ま
れるイエスに従った。」」23）
　大勢の群衆が後を追った。イエスが病人たちになさったしるしを見たからである。24）
　上述の三つの例から、イエスの治療を受けた人、またその全過程を見たり、道端で耳にした
りする人は、イエスとは一体誰なのか、彼の事業とは何なのかを全然知らない。だた、彼の治
療の「奇跡」で、彼に従ったのである。
（ 3）一般の大衆
　ローマ総督ピラトは、どうやってイエスを処罰すべきだかと尋ねた時、群衆は祭司長の
挑発で叫んだ。「十字架につけろ。」ピラトは言った。「いったいどんな悪事を働いたという
のか。」群衆はますます激しく「十字架につけろ」と叫び立てた。25）
　イエスは十字架にはりつけられた後、「そこを通りかかった人々は、頭を振りながらイエ
スをののしって言った。「おやおや、神殿を打ち倒し、三日で建てる者、十字架から降りて
自分を救ってみろ。」」26）
　上述の例から、イエスは、ユダヤの庶民をローマの植民者に圧迫された奴隷から解放しよう
と奮闘しているが、大衆に理解されなかった。彼はローマ人の手で死んだわけではない。ピラ
トはイエスを罰する理由を何も考え出せなかったが、愚かで無知な大衆は、祭司、長老、文士
の挑発で、委細かまわずイエスを死刑に処した。イエスが十字架にはりつけられた後、彼等は
彼をひどく罵り、風刺した。
　『新約聖書』の中で、ユダヤの乱暴な大衆がイエスを際立たせている。『薬』の中で、愚かな
俗っぽい大衆は主役として夏瑜の悲劇の中で現れていている。しかし彼らの愚かさ、無知さ、
残虐さは同様である。以下はその中の具体的な人物を分析してみようと思う。
22） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第 1章32‒34節、62頁。
23） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第10章52節、83頁。
24） 『新約・ヨハネによる福音書』、第 6章 2節、（新共同訳、日本聖書協会、1987、1988年）174頁。
25） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第15章13‒14節、95頁。
26） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第15章29‒30節、96頁。
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（ 4）華老栓の一家
　彼らは半封建と半植民地の社会の下層にある自覚のない、貧しい大衆の典型的な代表である。
彼らは人血の饅頭が結核を治療できると盲信し、彼らのような貧しくて苦しんでいる大衆を解
放しようとする革命者が殺されたことには無関心で、狂暴で残忍な殺戮者に感激している。
（ 5）夏四お婆さん
　彼女の息子の夏瑜は一人の革命者であるが、息子の事業について彼女は終始理解できないで
いた。息子の墓参りに行く時、彼女は息子の墓の前に置かれた花輪が表している意味が分から
ず、自分の息子が無実の罪を着られたものと思い込み、息子が霊験を現して、彼女に見せるは
ずだと盲信していた。
（ 6）夏三爺
　夏瑜の叔父の夏三爺は甥の行為について全くわかっておらず、大逆無道の行為だと思い込み、
25両の銀貨で夏瑜の命を売ってしまった。
（ 7）康大叔、ごま塩ひげ、五小爺
　彼ら三人は典型的な狂暴で愚かで無知な大衆であり、封建支配階級の共犯者といえよう。夏
瑜は獄中で阿義に反乱を勧めて説得を試みたがために殴られた後、彼らは手を叩いて快哉を叫
んだが、夏瑜が言った「阿義が可哀相だ」という話をどうしても理解出来ず、夏瑜が気が狂っ
たと思い込んでいた。
　革命者は愚かで無知な大衆のため、奮闘し命を捧げたものの、彼等に理解されなかった。却
って、彼の犠牲がみなの話の種になってしまった。「暴君治下の臣民は、たいてい、暴君よりも
さらに暴虐である。暴君の暴政は、しばしば、なお暴君治下の臣民の欲望を飽きたらせること
ができない。……総督はイエスを釈放しようとしたが、人々は逆に彼を十字架にかけることを
要求した。暴君の臣民は、ただ暴政が他人の頭上で暴れることを願うだけだ。自分はそれを眺
めておもしろがり、「残酷」を娯楽とし、「他人の苦しみ」を賞玩物とし、慰安とする。」27）魯迅
はこのように憤慨して言った。
27） 『熱風・暴君の臣民』、『魯迅全集 1』、学習研究社、1984年、448頁。以下原文：
  暴君治下的臣民，大抵比暴君更暴；暴君的暴政，時常還不能饜足暴君治下的臣民的欲望。……巡撫先放
耶穌，䱾人卻要求將他釘上十字架。暴君的臣民，之願暴政暴在他人的頭上，他卻看著高興，那“殘酷”做娯
樂，拿“他人的苦”做賞玩，做慰安。（『魯迅全集』、人民文学出版社、2005年）
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4　支配階級 
（ 1）ダビデ王、ヘロデ派
　ダビデ王は、ヨハネを殺そうとする。
　「そこで、王は衛兵を遣わし、ヨハネの首を持って来るようにと命じた。」28）
　「ヘロデは占星術の学者たちにだまされたと知って、大いに怒った。そして、人を送り、
学者たちに確かめておいた時期に基づいて、ベツレヘムとその周辺一帯にいた二歳以下の
男の子を、一人残らず殺させた。」29）
　「ファリサイ派の人々は出て行き、早速、ヘロデ派の人々と一緒に、どのようにしてイエ
スを殺そうかと相談し始めた。」30）
（ 2）ユダヤ祭司、長老、文士、ファリサイ人など
　「人々は、イエスを大祭司のところへ連れて行った。祭司長、長老、律法学者たちが皆、
集まって来た。……一同は、死刑にすべきだと決議した。それから、ある者はイエスに唾
を吐きかけ、目隠しをしてこぶしで殴りつけ、「言い当ててみろ」と言い始めた。また、下
役たちは、イエスを平手で、打った。」31）
　「祭司長たちがイエスを引き渡したのは、ねたみのためだと分かっていたからである。祭
司長たちは、バラバのほうを釈放してもらうように群衆を扇動した。」32）
　「ファリサイ派の人々が来て、イエスを試そうとして、天からのしるしを求め、議論をし
かけた。」33）
（ 3）ローマ総督ピラトをリーダーとするローマの統治者
　「ピラトはイエスを捕らえて、鞭で打たせた。兵士たちは茨で冠を編んで、イエスの頭に
載せ、紫の服をまとわせ」34）た。
　「ヘロデも自分の兵士たちと一緒にイエスをあざけり、侮辱したあげく、派手な衣を着せ
てピラトに送り返した。この日、ヘロデとピラトは仲がよくなった。」35）
28） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第15章27節、72頁。
29） 前掲『新約・マタイによる福音書』、第 2章16節、 3頁。
30） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第 3章 6節、65頁。
31） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第14章53‒65節、94頁。
32） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第15章10‒11節、95頁。
33） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第 8章11節、76頁。
34） 前掲『新約・ヨハネによる福音書』、第19章 1 ‒ 2節、206頁。
35） 前掲『新約・ルカによる福音書』、第23章第11‒12節、157頁。
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　以上の幾つかの例から、支配階級はイエスの反対側に立っていることがわかった。彼らは、
武力で庶民を鎮圧し、律法を使い、彼らの思想を束縛し、大衆に愚民政策を行う目的を達する
ためである。『薬』の中では、統治者の顔が現れていないが、彼らの補佐がいて、彼らから支配
階級の醜くて凶悪な顔つきがはっきり読めると思われる。
（ 4）死刑執行人
　死刑執行人は革命の義士の夏瑜を斬首した後、私腹を肥やすための道具として、彼の血を持
ち、老栓を強請ろうとしている。ここでは、彼の貪欲さと凶悪さを充分に表している。「そら、
金と品物と引きかえ！」……「何がこわい！どうして取らねえんだ。」とどなりつけた。それで
も老栓が手を出しかねていると、黒い男は、提灯をひったくって、ばりっと紙をはがし、その
紙に饅頭をくるんで老栓に押しつけた。そして片手に銀貨をつかみ、感触をたしかめたうえ立
ち去った。「チェッ、じじい……」とつぶやきながら。36）
（ 5）阿義
　獄吏の阿義は犯人の金銭を強請ろうと目を血走らせていた。夏瑜のうまい汁を吸えなかった
時、二回平手打ちをし、彼の唯一の服をも奪ってしまった。
5　未来の事業
　『新約聖書』の中で、イエスが十字架にはりつけられた時の呼びかけは、死の運命から抜け出
すことができなかったが、七日の後、復活し、彼の弟子達に、大衆を解放する崇高な事業を引
き続けることを望み、彼らにこう言った。「全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣
べ伝えなさい。信じて洗礼を受ける者は救われるが、信じない者は滅びの宣告を受ける。」37）同
じく、『薬』の中で、夏瑜の母親は息子のため、墓参りに来た時、「視線を上にたどってよく眺
めたとき、思わずギクッとした―まぎれもない赤や白の花の輪が、円錐形の塚の頂をとりか
こんで咲いているではないか。」38）ここでは、夏瑜が行った事業が理解され、革命の先駆者の血
はむだに流されなくなり、革命の事業が引き続けられ、勇往邁進され、最後に、勝利を収める
に相違ないことが象徴されている。「革命には果てがなく、もしもこの世に「これが最高」など
36） 前掲注15、38‒39頁。以下原文：
 　他䭃道：“一手交錢，一手交貨。”……“怕什麼？怎的不拿！”老栓還踟䶘著；黑的人便搶過燈籠，一把䇩
下紙罩，裹了饅頭，塞與老栓；一手抓過洋錢，捏一捏，轉身去了。嘴裡䬠著説，“這老東西……。（『魯迅全
集』、人民文学出版社、2005年）
37） 前掲『新約・マルコによる福音書』、第16章15‒16節、98頁。
38） 前掲注15、47頁。以下原文：
 　仔細看時，卻不覺也吃一驚；分明有一圈紅白的花，圍著那尖圓的墳頂。（『魯迅全集』、人民文学出版社、
2005年）
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ということがほんとうにあるとすれば、この世はたちどころに動かぬものとなってしまう。た
だ、中国には数多くの勇士の精神と血肉に育まれて、以前にはなかったいくらかの幸福の果実
が確実に育っており、少しずつ大きくなる希望もある。」39）
　それらの相違点は以下のようである。
6　神性を備えるイエスと人間としての夏瑜
　『マルコによる福音書』の中で、イエスは「神の子」を名乗っていないが、以下の四点から彼
が持つ神性を判断することができる。
（ 1）人々の彼への呼称。
　 1：1  神の子イエス・キリストの福音の初め。
　 3：11汚れた霊どもは、イエスを見るとひれ伏して、「あなたは神の子だ」と叫んだ。
　 5：2  イエスが舟から上がられるとすぐに、汚れた霊に取りつかれた人が墓場からやっ
て来た。 5：6　家雨を遠くから見ると、走り寄ってひれ伏し、 5：7　大声で叫んだ。「い
と高き神の子イエス、かまわないでくれ。後生だから、苦しめないでほしい。」
　15：39百人隊長がイエスの方を向いて、そばに立っていた。そして、イエスがこのよう
に息を引き取られたのを見て、「本当に、この人は神の子だった」と言った。
　以上のぞれぞれは 1：1『マルコによる福音書』の作者、 3：11汚れた霊、 5：2、 5： 6、
5： 7汚れた霊に取り憑かれる人 、15：39イエスに反対した百人隊長である。四人はイエスの
身分を把握し、使った単語は、例外なし彼を「神の子」と呼んでいる。
（ 2）イエスの予言
　『マルコによる福音書』の中で、イエスは自分が死ぬことを 3回、予言した。
　 8：31それからイエスは、人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者
たちから排斥されて殺され、三日の後に復活することになっている、と弟子たちに教え始
められた。
　 9：31それは弟子たちに、「人の子は、人々の手に引き渡され、殺される。殺されて三日
の後に復活する」と言っておられたからである。
39） 『而已集・黄花節の雑感』、『魯迅全集 5』、学習研究社、1984年、16‒17頁。以下原文：
 　革命無止境，䆐使世上真有什麼 ‘止於至善 ’，這人間便同時變成凝固的東西了。不過，中國經了許多戰士
的精神和血肉的培養，卻的確長出了一點先前所沒有的幸福的花果來，也還有逐漸生長的希望。（『魯迅全
集』、人民文学出版社、2005年）
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　10：33-10：34「今、わたしたちはエルサレムへ上って行く。人の子は祭司長たちや律法
学者たちに引き渡される。彼らは死刑を宣告して異邦人に引き渡す。異邦人は人の子を侮
辱し、唾をかけ、鞭打ったうえで殺す。そして、人の子は三日の後に復活する。」
（ 3）イエスの「奇跡」
　『マルコによる福音書』の 4：35から 5：43まで、イエスは一連の大きな能力を示した。つま
り、⑴ 4：35- 4：41突風を静める ⑵ 5：1 - 5：20悪霊を退治する ⑶ 5：21- 5：34出血が止ま
らない女を癒す ⑷ 5：35- 5：43人を復活させる ⑸ 6：30- 6：44五千人に食べ物を与える ⑹
6：45- 6：52湖の上を歩く ⑺ 6：53- 6：56病人を癒す ⑻ 7：31- 7：37耳と言葉が不自由な人
を癒す ⑼ 7：1 - 7：10四千人を満腹にする ⑽ 7：22- 7：26盲人を癒す ⑾ 9：14- 9：29汚れた
霊に取りつかれた子を癒す ⑿10：46-10：52盲人を癒すということである。
（ 4）イエスが復活し、霊験し、昇天した
　『マルコによる福音書』におけるイエスの復活は16：1 -16：8で、霊験は16：9 -16：18で昇
天は16：19-20である。
　以上の 4つの部分から見ると、イエスは神化された宗教的なイメージであり、「神の子」の身
分で大衆を救うための目的を持ち、この世に来たのであるが、彼は自分の身分を他人に教える
なと命じた（1：44；5：43；7：35；8：26）。最初は大衆に知られず、次第に彼は神の力に頼
り、現実では絶対に実現できない事ができたため、彼の名は段々知られるようになり、非常に
尊敬されるようになった（ 1：22, 27-28, 32-33, 37-38, 45）。親しい弟子に裏切られ、大衆と統
治者に十字架にはりつけられたが、最後に「復活」、「昇天」したことは光明に満ちた円満な結
末であった。
　魯迅は『マルコによる福音書』が表した神学上の教義を徹底的に否定した。イエスを対照し
てみれば、夏瑜は、以上の四点のいずれも持ち合わせない。大衆を救うための革命者の夏瑜は、
終始理解されていない。彼の血を薬として買おうとする老栓は、T字路で囲んでいる見物人、
獄吏の阿義、茶屋の康大叔、ごま塩ひげの男、また夏瑜の母の母親さえも彼の行為を理解でき
なかった。彼はイエスのように親戚に裏切られ、無関心な大衆と統治者に殺害され、獄死した
者の墓地に埋められた。小説の終わりに、カラスは夏瑜の母親の期待どおり墓の上に止まって
くれなかったし、死んだ夏瑜も最後に霊験を現していなかった。小説の結末は、『マルコによる
福音書』の作者のように、一つの理想的な「大団円」を作らなかった。ここでは、魯迅が一人
の無神論者として文学作品を創作する時、現実主義の作家の深い思想の内包を表していること
が考えられる。
　上述したイエスの「神性」を除けば、また次の特徴がある。
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7　イエスの寛容と非暴力および夏瑜の暗黒の勢力への非妥協
　『新約聖書』の中で、イエスは自分の敵に対しても時には博愛的な寛容と「暴力で暴力に抵抗
するな」という信条で、人々を「神の国」に入るように説得した。
　「あなたがたも聞いているとおり、「隣人を愛し、敵を憎め」と命じられている。しかし、
わたしは言っておく。敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい。」40）
　イエスはユダに裏切られ、逮捕される時、イエスの周りにいた人々は事の成り行きを見
て取り、「主よ、剣で切りつけましょうか」と言った。そのうちのある者が大祭司の手下に
打ちかかって、その右の耳を切り落とした。そこでイエスは、「やめなさい。もうそれでよ
い」と言い、その耳に触れていやされた41）。同じ場面は、『ヨハネによる福音書』にも現れ
ている。「シモン・ペトロは剣を持っていたので、それを抜いて大祭司の手下に打ってかか
り、その右の耳を切り落とした。手下の名はマルコスであった。イエスはペトロに言われ
た。「剣をさやに納めなさい。父がお与えになった杯は、飲むべきではないか。」42）
　「されこうべ」と呼ばれている所に来ると、そこで人々はイエスを十字架につけた。犯罪
人も、一人は右に一人は左に、十字架につけた。そのとき、イエスは言われた。「父よ、彼
らをお赦しください。自分が何をしているのか知らないのです。」43）
　「あなたがたも聞いているとおり、「目には目を、歯には歯を」と命じられている。しか
し、わたしは言っておく。悪人に手向かってはならない。だれかがあなたの右の頬を打つ
なら、左の頬をも向けなさい。」44）
　『薬』の中に、人の記憶を新たにさせる一幕がある。夏瑜は入獄した後、依然として革命を確
信し、革命に参加するよう他人を説得するのを諦めず、「牢にぶちこまれてまで、牢番に謀反を
そそのかしやがって」45）、支配階級の手下としての獄吏の赤眼の阿義に反乱を起こし、暴力で、
清朝の統治を打倒しようとすることを勧めた。だが、結局、馬の耳に念仏で、殴られた。イエ
スは、敵に対して、寛容を提唱する一方、魯迅は、夏瑜を敵に対して、どうしても、妥協しな
い戦士と描写したのが見て取れる。
40） 前掲『新約・マタイによる福音書』、第 5章43節、 8頁。
41） 前掲『新約・ルカによる福音書』、第22章49‒51節、155頁。
42） 前掲『新約・ルカによる福音書』、第18章10‒11節、204頁。
43） 前掲『新約・ルカによる福音書』、第23章33‒34節、158頁。
44） 前掲『新約・マタイによる福音書』、第 5章38‒39節、 8頁。
45） 前掲注15、44頁。
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二　雑文中の『新約聖書』のイエスの受難
　初期の魯迅は、イエスの受難に言及した時、イエスの恩を受けながらも彼を理解せず、迫害
し、目覚めていない大衆にしばしば重点をおいた。中晩期の魯迅は、イエスの人類を救うため
自ら甘んじて受難し、義侠心を持ち、凛然とした精神への肯定を更に重視している。以下の三
例は魯迅の雑文の中で、触れたイエスの受難についての事である。
1 　『司徒喬君の絵を見て』　1928年　三閑集
　広東省の画家の司徒喬が北京中山公園で絵画展覧会を催した時、魯迅は見に行った。『イエ
ス・キリスト』という絵は、今なお記憶に新しい。この絵の原題は『荊冠への接吻』で、イエ
ス・キリストが描かれて脇腹に受けた槍傷は血が流れ続けているが、荊冠に口づけしている天
使がいる。『マタイによる福音書』の中で次のように書いてある。「それから、総督の兵士たち
は、イエスを総督官邸に連れて行き、部隊の全員をイエスの周りに集めた。そして、イエスの
着ている物をはぎ取り、赤い外套を着せ、茨で冠を編んで頭に載せ、また、右手に葦の棒を持
たせて、その前にひざまずき、「ユダヤ人の王、万歳」と言って、侮辱した。」46）イエスは受難す
る前に、兵士に茨で編まれた冠を頭に載せられ、侮辱された。これから、「荊冠」は耐え難い巨
大な苦痛と苦難を受けたことに喩えた。魯迅は司徒喬の他の絵はあまり印象に留めていないが、
ただこの絵を例に挙げて、イエスの受難への深い共鳴を表していると思われる。
2 　『暗黒の中国における文芸の現状』　1931年　二心集
　魯迅は「受難」ということに言及した時、いつも英語の単語Passionを使っている。この単
語はラテン語passioから来たもので「苦難を受けた」という意味である。大文字のPは、イエ
スの十字架での受難を専門に意味している。魯迅はアメリカの雑誌『新群衆』のために書いた
『暗黒の中国における文芸の現状』の中で、当時の中国における文化芸術界の現状を報道しこう
言った。「左翼作家たちがまさしく、圧迫され、殺戮されている無産者と同一の運命を負ってい
ること、左翼文芸だけが現在、無産者とともに受難（Passion）をうけていること、将来いうま
でもなく無産者とともに起ちあがること、を証明しているのである。」47）ここでは、魯迅は、特
に、「受難」を英語のPassionで表示し、中国左翼文芸とプロレタリアの苦境をイエスの受難に
46） 前掲『新約・マタイによる福音書』、第27章27‒29節、56頁。
47） 『二心集・暗黒の中国における文芸界の現状』、『魯迅全集 6』、学習研究社、1984年、115‒116頁。以下原
文：
 　左翼作家們正和一樣被壓迫被殺戮的無産者負者同一的運命，唯有左翼文藝現在和無産者一同受難
（Passion），將來當然也將和無産者一同起來。（『魯迅全集』、人民文学出版社、2005年）
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喩え、受難し、犠牲となったキリストの精神に対して心の深い共鳴を表している。
3 　『「ある人間の受難」序』　1933年　 南腔北調集
　1933年、魯迅は、ベルギーの画家のマズリール（Frans Masereel 1889-1972）の一組の木版
画『ある人間の受難』のため序文を書いた。魯迅はこの一組の絵画を高く評価し、彼の全作品
の中で逸品だと思い、「ただ、この『ある人間の受難』は写実的な作品で、ほかの絵画物語とは
ちがっている」48）と言った。この25枚で構成されたストーリーは次のような内容が描かれてい
る。資本主義制度の下で、捨て子が大工の弟子になる。だが、その仕事は子供には過重でとう
とう追い出される。その後、空腹に堪えきれず、パンを盗んで逮捕される。刑期が満ちて釈放
された後、道路修理の仕事にありついた。この時、悪い友達の誘惑に負け、売春婦のところへ
ゆき、その帰途、後悔にかられた。工場の労働者になろうと決心する。それで、勉強を始め、
愛しあうことのできる友人に出会った。ストライキをする時、彼は最前列に立ち、再び逮捕さ
れ銃の死刑が待っている。魯迅は第24枚の絵について、このような評語を書いた。「受難の「神
の子」イエスの像のまえで、この「人の子」は裁判をうける」49）魯迅は引き続いて言った。イエ
スはいった。富めるものが天国にはいるのは駱駝が針の孔をくぐるよりも難しい、と。だが、
こう語った人自身は、そのとき受難（Passion）した。いま、欧米の富めるものは、ほとんどす
べてがイエスの信奉者で、受難は貧しい人の役割になっている。」50）
　ここでは、魯迅が引用した『聖書』の話は、『マタイによる福音書』の19章で、イエスの金持
ちに対する批判からのものである。「イエスは弟子たちに言われた。「はっきり言っておく。金
持ちが天の国に入るのは難しい。重ねて言うが、金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の
穴を通るほうがまだ易しい。」」魯迅は、階級闘争の思想を『聖書』と結び付けて運用し、資本
主義制度を猛烈に批判した。被統治、弱者の立場に立った下層の庶民は、ただ一回のストライ
キで、統治階級が制定した法律で死刑の判決を受けた。支配階級は法の網を逃れて豊かな生活
している一方、貧乏人は永遠に受難の立場に立っている。
おわりに
　本稿は、魯迅の一篇の小説『薬』と『福音書』を例にあげ、それらの共通点と相違点を比較
研究した。また、三篇の雑文『司徒喬君の絵を見て』、『暗黒の中国における文芸の現状』、『「あ
る人間の受難」序』の中で、言及した「イエスの受難」についても分析した。以下に、具体的
48） 『南腔北調集・「ある人間の受難」序』、『魯迅全集 6』、学習研究社、1984年、388頁。以下原文：
  獨有這《一個人的受難》乃是寫實之作，和別的的圖畫故事都不同。（『魯迅全集』、人民文学出版社、2005年）
49） 前掲注48、389頁。
50） 前掲注48、389頁。
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に論述する。
　第一に、魯迅の小説『薬』が直接的に『聖書』の『福音書』を参考にしたという文献はない
が、構成および主旨からみれば、『福音書』のイエスの受難の意味を参考にしたと推測できる。
『薬』と『福音書』を考察してみると、テキストは、驚くほど同じ五つの部分で構成されている
と考えられる。一、親類に裏切られる、二、試煉を経る、三、殺害される、四、墓参り、五、
霊験、がある。類似している物語の構成にもかかわらず、テキストを深く分析すると、作者が
伝えたいことは異なっているのが見て取れる。
　第二に、『薬』と『福音書』との共通点についてである。二つのテキストを分析すると、五点
の共通点があることが見受けられる。一、歴史の背景、二、受難者の身分、三、大衆、四、支
配階級、五、未来の事業である。この五点からみれば、魯迅は、『薬』を創作する時、主人公の
夏瑜、周りの環境、その時代背景をイエスの時代と類似させたのであろう。主人公の夏瑜とイ
エスは基本的に類似した精神を内包する。つまり彼らは愚かで無知な大衆を支配階級から救う
ために殺害されたのである。
　第三に、『薬』と『福音書』との相違点についてである。一、神性を備えるイエスと人間とし
ての夏瑜、二、イエスの寛容と非暴力および夏瑜の暗黒の勢力への非妥協である。魯迅は、神
学の「予言」、「奇跡」、「復活」などの非現実的な出来事に否定の態度をとっている。彼は、夏
瑜この人物を創作する時、彼を現実的に血の通った体がある人間としての革命家に設定した。
また、夏瑜とイエスは敵に対する態度が異なっていることが見受けられる。イエスは、敵に対
して、寛容を提唱する一方、魯迅は、夏瑜を敵に対して、どうしても、妥協しない戦士と描写
したと考えられる。
　最後に、三篇の雑文の中で、魯迅は、イエスが人類を救うために自ら甘んじて受難し、大義
に徹した精神に何度も言及し、それに深い共鳴を持っていると考えられる。魯迅は、更に実際
の闘争と結びつけ、プロレタリア階級と貧乏人の受難を「イエスの受難」に喩え、彼らに深く
同情を示し、支配階級に無限の怒りを表しているのであろう。
　以上、魯迅の作品と「イエスの受難」という主題との関係性について、『薬』と『福音書』を
比較研究すること、また、彼の雑文の中で、言及した「イエスの受難」を分析することを通し
て、小考を試みた。
